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校長 岩 谷 拓 実 
 
 本日の終業集会をもって、明日から夏休みとなりま

す。今年度も近年の気温の上昇を受け、31 日間とな

ります。まるまる１か月という長い期間ですが、それ

ぞれ生徒の皆さんはどのように過ごしますか？楽しみ

にしていること、挑戦してみたいことなど、いろいろ

なことがありそうですね。 

 少し前の話をします。５月末までお休みしていた校

長ですが、６月１日からの復帰に向け、５月 31 日

（日）に誰もいない学校に来ました。次の日に向けて

の準備のためです。３か月以上不在にして、生徒にも

保護者の皆様にも多大な迷惑をかけてしまったので、

正直学校に向かう足取りは重かったです。しかし、校

舎前を歩いていると、３年教室の窓に何か貼り紙がし

てあるのが目にとまりました。そこには、５月 28～

29 日に２年生が行っていた宿泊研修に対し、お帰り

なさいのメッセージが書かれていました。後日、３年

生担任に、どんな取り組みをしたのかを聞くと、「宿

泊研修から帰ってくる２年生に何かするかい？」と投

げかけただけで、窓にメッセージを貼るという内容を

生徒自身が考え実行したと教えてもらいました。  

 ３か月ぶりに校舎に入る前、３年生からのメッセー

ジが貼ってある窓の前にしばらく立ってそれを眺めて

いた時、「いない間、生徒の成長のために生徒自身も

先生も頑張ってくれていたんだなぁ」と本当にうれし

く感じたことを覚えています。また、後日修学旅行か

ら帰ってきたときには、下駄箱に１・２年生が３年生

に向けて「修学旅行、お帰りなさい」のメッセージが  

 

貼られており、先輩の良い取 

組を学び実行する１・２年生、 

それを後押しする教員の姿勢 

に、今年度かかげたキーワー 

ド「自己選択・自己決定」の 

成果が少しずつ、表れている 

のではないかと感じています。 

 夏休み期間は、多くの時間を自分で使うことができ

ます。その時間、「何をするのか」（自己選択）、「どこ

までを目指すのか」（自己決定）を真剣に考え、31 日

間を過ごしてほしいと思います。こう書くと、つらく

苦しいものを乗り越えなければならないように感じる

かもしれません。そういうこともあるでしょうが、今

やっている楽しいことが何かにつながるように工夫す

る、興味がなかったことにとりあえず挑戦してみるな

ど、「自分の幅」を広げるような取組もとても大切な

考え方だと思います。「31 日間が過ぎた」ではなく、

「こんな 31 日間だった」と笑顔で教えてくれる夏休

みになることを期待しています。 

 最後に、生徒の皆さん、「事故」にだけはあわない

ように気を付けて過ごしてください。特に水に関わる

事故、観光客などが増えることによる交通事故など、

身の回りに十分注意して過ごしてください。  

 保護者の皆様におかれましては、校長不在の中スタ

ートした１学期中、多くのご協力をいただき、深く感

謝申し上げます。また、先日行われた体育大会では、

天候が不安な中、多くの保護者・地域の皆様にご来校

いただき、温かい声援と笑顔を生徒に向けて送ってく

ださったことにも、深く感謝申し上げます。８月 25

日の２学期スタートに向け、学校でも様々なことに取

り組み、よりよい教育活動を目指し努力してまいりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

日 曜 行 事 予 定  ❶=学年 

1 土  

2 日  

3 月 □部  非常警報設備点検 

4 火  

5 水 □部 薬剤師巡回検査 

6 木 □部   

7 金 □部  

8 土  

9 日  

10 月  

11 火    山の日 

12 水   

13 木  

14 金  

15 土  

16 日  

17 月  

18 火 □部    ◀この辺で宿題が終わっているといいですね！ 

19 水 □部  校長会議 

20 木 □部  

21 金  校内研修 

22 土   

23 日  

24 月  夏休み最終日 職員会議 

25 火   始業集会 

26 水 □部  教頭会議 

27 木  学力テスト➊❷ SC14:05 

28 金 □部  

29 土  

30 日  

31 月 □部  へき地校体験実習～8/4 

校訓 拓く（英知・創造・愛郷） 
自主性に富み生き生きと生活する人間 
☆ 学力を身につけた生徒 

☆ 意志の強固な生徒 
☆ 体力の充実した生徒 

☆ 思いやりのある生徒 

令和８年７月２４日（金）No.４                 釧路町立昆布森中学校 

昆中通信

１学期の終わりにあたり

学校閉庁日 
この期間、職員は出勤しません。 

緊急時の連絡は下記の通りです。 

釧路町教育委員会教育支援課 

電話 ０１５４－６２－２１３０ 

学
校
閉
庁
日 

「いってらっしゃい」も！ 



                              

 

 

 
 ７月 25 日(土)より 31 日間の夏休み。自分磨きに挑戦でき 

る期間です。一方、時間を持て余したり、気が緩んだりして 

ＳＮＳトラブルが多発します。特に言葉巧みにわいせつな写 

真を送らされるなどの性被害、それを脅迫に使われるなど、 

誰にも相談できず自ら命を絶ってしまう事例もあります。 

決して一人で悩みを抱えず、ＳＯＳを出してください。 

ＳＯＳを誰にも知られず受け止めてくれる窓口は、 

たくさんあります。右の窓口はすべて信頼して相 

談できる公的な窓口です。 

全校生徒が夏休み明けに、元気に笑顔で登校で 

きることを心から願っています。 

います。 

 

 

 

 

雨天延期となった体育大会が 

７月 13 日（月）に行われまし 

た。のスローガン｢Stronger 

Together｣のもと、全学年縦割 

りチームのＡ団・Ｂ団で生徒主 

体の取り組みを進めてきました。 

ご来賓、地域の方々、保護者 

の方々からの熱いご声援や拍手 

が響く中、生徒たちの生き生き 

とした笑顔が印象的でした。 

 ご来校いただいたみなさま、 

ありがとうございました。 

体育大会  
 

６月 27 日（土）・28 日（日）に釧路地区中体連バドミントン大会が釧路町体育

館で行われました。全員が 1 回ずつ勝つことができました。頑張りました！ 

男子  団体 １回戦 （１勝２敗） 

ＢＳ ２回戦 K・R  T・R 

T・H  K・K 

ＢＤ ２回戦 Ｓ・Ｔ／Ｔ・Ｋ 

女子   ＧＤ １回戦 Ｈ・Ｈ／Ｆ・Ｍ 

 

Ｔ・Ｔさんは白糠町のクラブチームから出場しました（BS ベスト８） 

 

 

 昆布森中学校の最新情報は HPから  

最新情報に随時更新しています。こちら→ 

からブックマークをお願いします。 

https://konbumorijh.kushirocho.ed.jp/ 

★子ども相談支援センター   0120-3882-56 
★釧路教育局     0154-43-1475 
★釧路児童相談所   0154-92-3717 
★釧路町教育委員会  0154-62-2310 
★少年相談 110 番   0120-677-110 
★子どもの人権110番    0120-007-110 
★北海道いのちの電話       0120-007-110 
★性暴力被害者支援センターさくらこ  0120-3882-56 
★ヤングケアラー相談 0120-516-086 

 ★児童相談所虐待対応ダイヤル   189  

  
 

前述の通り２年Ｔ・Ｔさんは白糠の 

バドミントンクラブチームに所属してい

ましたが、本格的にバドミントンに打ち込む決意

で、７月３日付で白糠学園に転校となりました。

昆布森中学校としては寂しい限りですが、一つの

夢を追い求める姿を応援しています。 

 

Ｔ・Ｔさんの転校によるＰＴＡ副会長の退任に

伴い、会則第８条に則り柴田晋吉さんが就任しま

した。よろしくお願いします。 

Ｔさん

 
 
沿岸地区３小中学校は R9.4 小学校統合を経て、R11.4

に小中一貫教育の義務教育学校に生まれ変わります。 
教育委員会を中心に、校名や校歌、新たな教育課程な

ど、これまで学校を大切に守ってこられた地域の皆様の
声を聞きながら進められます。第一歩は児童生徒に「ど
んな学校にしたいか」というアンケートです。地域の皆
様にもアンケート等でお知恵を拝借する場面があります
ので、その際はぜひご協力をお願いいたします。 

  
 

生徒会保体専門委員会を中心に、

「自己選択・自己決定」による改善

に取り組んでいます。５月は歯磨

き、６月は生活習慣改善（睡眠・食

事）、７月は熱中症予防です。 

６月の生活習慣改善キャンペーン

では、食事や運動、寝る前の準備等

深く眠るコツを理解することで、自

身の生活を見直し、意識や行動に改

善が見られるようになりました。 

主体的に生活を見直そう

https://konbumorijh.kushirocho.ed.jp/

